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１ 開会  5分
２ 会長・座長挨拶  5分
３ 議事 令和7年度実証事業について

(1) 自動運転事業 60分
(2) MaaS事業 40分

４ その他  5分
５ 閉会  5分

 計：120分



会長・座長挨拶



会長・座長挨拶
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会長
塩尻市副市長 石坂 健一

座長
信州大学 特任教授 不破 泰



議事
令和7年度実証事業の結果報告について
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自動運転



令和７年度自動運転事業 概要
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4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 10月
１１
月

12月 １月 ２月 ３月

L2定常運行
5月から7月/東回りルート

L2定常運行
３月/東回り・西回りルート

L4運行
３月/駅市役所間

実証準備

地図計測・リスクアセス

走行準備

一般試乗
9月中10日間/東回り・西回り

L４向け開発走行（試乗
有）

10月以降/東回り・西回り

T4からアルピコへスキトラ

L4環境整備
樹木伐採/手続き等

L4走り込み検証

L4準備

事業全体スケジュール

②国土交通省
事業

①市予算事業

③駅市役所間
L4開発・運行



自動運転事業 FY2025
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概要

運行ルート

運
行
ダ
イ
ヤ

地域住民の移動利便性向上、ドライバー不足解消のため、将来的なレベ
ル４エリア拡大に向けたレベル２運行実証を実施するもの。あわせて昨
年度実施した小売連携や寄付金等の事業性確立検証を実施する。

実施内容

▲ティアフォー製Minibus 2.0 ▲アルピコ・KADOによる運行

▲小売連携・寄付金・広告・協賛金による事業性確立検証▲

▲新規ルート上の事業者連携▲

▲運営事業体構築検討

②国土交通省事業
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乗
車
率
の
向
上

運
行
体
制
の
確
立

事
業
費
確
保

検証内容と目標値 検証結果

【目的】
➢ レベル４サービス実装時の乗車率向上、収益性向上

【検証内容】
➢ 移動実態と移動ニーズを踏まえたルート設定が乗車率向上に

つながるため、再利用意向調査に基づき測定
➢ 目標値：60%

【達成】
➢ 検証結果：92％

➢ 本年度のL2の運行ルートをもとに再利用希望は「利用したい
」または「どちらかというと利用したい」と答えた割合は、
約92％となった。

【目的】
➢ レベル４サービス実装時の乗車率向上、収益性向上

【検証内容】
➢ 対外的な自動運転事業のブランド化を図り、継続的な寄付等

の獲得可能性を測定する
➢ 目標値：ガバメントクラウドファンディングによる寄付額

500万円

【達成】

➢ GCF寄付額：543万円

➢ GCFはふるさと納税の制度改正に伴い、寄付時期が9月と12
月に分散することを見越し、期間を分けた募集を実施し、目
標達成に至った。

【目的】
➢ レベル４定常運行に向けた運行の円滑化、属人性の排除

【検証内容】

➢ レベル４運行オペレーション及びシステムの簡素化、地域人
材だけで緊急事態も含めた自動運転運行オペレーションを全
て担うことができるか検証

➢ 目標値：検証実施

【達成】
➢ 地域人材がレベル４定常運行を担うことを想定したオペレー

ション実証を実施。運行主任者1名が複数役職を兼任する形

での運行は可能であることがわかった。一方で複数の課題点
・改善点が見つかり、今後もオペレーションをさらに既存の
バス運行に近づけるため、マニュアルを作成した。今後は地
域人材が担えるような業務の簡素化を推進していく。

✓ 経営面に関する検証項目を３点設定
✓ いずれも目標値達成となった

経営面に関する検証結果

検
証
項
目
②

検
証
項
目
③

検
証
項
目
①

②国土交通省事業
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◼ 住民ニーズに基づいた運行ルート設計による乗車率の向上（L2にお
ける再利用希望調査）

住民ニーズに基づいた運行ルート設計による乗車率の向上を掲げる中で、
本年度のL2の運行ルートをもとに再利用希望調査を行った。結果、「利
用したい」または「どちらかというと利用したい」と答えた割合は、約
92％となった。

◼ 地域住民を対象とした本年度ルートにおける利用頻度調査
本年度の運行ルートで地域住民を対象とした週３日程度運行した場合の
利用頻度について、「年に数回以下」が45％と最も多く、次いで「月に
1～3回」が29%、「週1～2回」「毎回乗る」があわせてそれぞれ13％と
なっている。今後、地域交通サービスとして社会実装するにあたり、
「週1～2回」「毎回乗る」地域住民を増やしていく必要がある。

検証項目① 乗車率の向上

アンケート結果概要 検証結果と今後の改善

利用頻度を増やすためにはニーズにあったルート設定及び停留
所の設定が必要となる。将来的に自動運転バスの路線が増え
た・延伸した場合に訪れたい店舗、施設について尋ねたところ、
「西友塩尻西店」がもっとも多い。同店舗は今年度新たに設定
した西ルート上にあることから、新たな停留所の設定を検討し、
乗車率の向上を図る。

今
後
の
改
善

②国土交通省事業
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◼ 対外的な自動運転事業のブランド化を図り、継続的な寄付等の獲得
可能性の検証

ガバメントクラウドファンディング※を活用し、「自動運転バス社会実
装プロジェクト」をテーマとした寄付募集を実施。令和７年度３０９名
から５４３万円の寄付が集まった。
ふるさと納税の制度改正に伴い、寄付時期が9月と12月に分散すること
を見越し、期間を分けた募集を実施した。あわせて募集記事の内容を精
査し、自動運転事業への想いやこれまでの成果を具体的に掲載すること
で寄付者への訴求力を高めた。その結果、前年度の寄付者数146人に対
し、今年度は309人と倍増した。

※自治体が抱える問題解決のため、寄附金の使い道をより具体的にプロジェク
ト化し、そのプロジェクトに共感した人たちから寄附を募る仕組み

検証項目② 事業費確保

実施結果 検証結果と今後の改善

寄付単価減の影響により総額は前年度783万円を下回ったものの、
寄付者数の増加は、多くの方から事業内容への賛同をいただいた
結果であると考える。
次年度以降も寄付募集を通じた資金確保に取り組むとともに、多
額の寄付を獲得した際には基金へ積み立て、次年度以降の事業に
柔軟に活用できる仕組みの構築を検討する。

令和７年度実績

今
後
の
改
善

②国土交通省事業
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検証項目③ 運行体制の確立

実施結果

②国土交通省事業
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ｖｖ
ｖ

検証項目③ 運行体制の確立

実施結果

◼ 地域人材活用とコスト低減に向けたKADOオペレータ
等による運行体制の確立

運行主任者1名で複数役職を兼任する形での運行は可能な一
方で、オペレーションを既存のバス運行に近づけることや、
システム改善が必要であることがわかった。複数の課題
点・改善点が見つかったため、今後もオペレーションをさ
らに既存のバス運行に近づけるとともに、システム改善も
進めて定常運行の体制を整備する必要があり、まず今年度
においては実証をとおして、オペレーションの各工程を分
かりやすく説明するマニュアルを作成した。

検証結果と今後の改善

自動運転バスの定常運行に向けては、初期・運行コストが高額であり、長期的な資金確保が困難、交通事業者においてドライバー不
足によるセーフティドライバーや特定自動運行主任者の確保が難しいなど、様々な課題が生じている。地域人材で特定自動運行を実
施できる体制を構築することで運営・運行課題の解決可能性が高まる。
まずは本マニュアルをベースに現オペレーションで必要な作業を精査し、地域人材が担えるような業務の簡素化を図っていく。

今
後
の
改
善

②国土交通省事業
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②国土交通省事業

その他実施事項 小売連携
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②国土交通省事業

その他実施事項 イベント連携型運行
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②国土交通省事業

その他実施事項 地域商店連携
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②国土交通省事業

交
差
点
等
の
走
行
円
滑
化

路
駐
回
避

検証内容と目標値 検証結果

【目的】
➢ 交差点箇所等における手動介入率の低減

【検証内容】

➢ 交差点及びバス停合流など車両交錯地点における介入要因の
データ取得を実施し、原因の洗い出し並びに車両性能の向上
、走行環境の改善課題を洗い出す

【達成】
➢ 交差点箇所等における手動介入分析を行いレベル４取得に向

けた課題を抽出することができた

【目的】
➢ 路上駐車を起因とするレベル４運行終了を減らす

【検証内容】

➢ 路上駐車回避機能を新たに搭載し、レベル2走行時に機能検

証を行う

【一部達成】
➢ 路駐回避を実装することができた。

➢ 一方で成功率は30％以下であった。路駐車回避ができなった
原因は特定できており、来年度以降の実装に向けてメーカー
と対応を協議する。

✓ 技術面に関する検証項目を２点設定
✓ １点達成、１点は一部達成となった

技術面に関する検証結果

検
証
項
目
①

検
証
項
目
②
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②国土交通省事業

検証項目① 交差点等の走行円滑化

結果概要

検証方法
交差点及びバス停合流など車両交錯地点における
介入要因のデータ取得から抽出し、原因の洗い出
しを行う。

検証結果

全体の介入数（210件）のうち、上記に該当する手
動介入件数は以下の通り
1. 交差点内：91件
2. 交差点付近：76件
3. バス停：20件
4. 全体介入件数のうち、約89％が上記の区間で

発生している。

主な介入
要因

上位の要因を抜粋。
【交差点、交差点付近】
1. 交差点内での歩行者・自転車に対する事前回

避：21件
2. 交差点取り残され：19件
3. 誤検知等での交差点内スタック：15件
4. 右左折先の対向車接近による事前回避：12件
5. 信号認識不可：7件
【バス停】
1. 路上駐車回避：8件
2. 次の経路が来ない：3件
3. 歩行者・自転車に対する事前回避：2件
4. 後方車両から追い越され：2件

手動介入が発生している「交差点」、「バス停」はある程度限定されて
いる。自動運転システム側の改善も進める必要があるが、道路形状や交
通環境から車両側のセンサーや認識だけでは限界もあるため、実装に向
けた対策としては「環境面」に関しても具体的な検討を加速させる必要
がある。

検証結果と今後の改善

今後の対策としては以下のとおり
【自動運転システム面】
・ 障害物検知（車両・歩行者・二輪車）機能の精度向上
・ 信号認識システムの精度向上
【環境面】
・自治体や警察の協力のもと、周辺住民・業者への違法路上駐車
車両に対して注意喚起と看板等の設置を検討
・自治体や警察の協力のもと、交差点右左折先の対向車線の停止
線を下げるインフラ整備を検討

今
後
の
改
善
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今回の検証では、商業中心地の交通量の多いエリアでは路上駐車回避の
成功率が低調となった。車両が路肩に十分寄せて駐車していない場合や
複数台の連続しての路上駐車、対向車が多い場合など様々な状況で路上
駐車回避機能には課題が残る結果となった。特に前方で止まっている車
両が「路上駐車」であるかは「センサーなどの認識だけで判断する」に
は限界もあるため、AIなどほか仕組みでの抜本的な改良が必要と言える。

結果概要 検証結果と今後の改善

今後の対策としては以下のとおり
【自動運転システム面】
・車両側の改善：路上駐車回避システムの向上
・ 路上駐車回避の条件を拡張

【環境面】
・周辺住民・業者に対し、交通違反となるような路上駐車に対
して注意喚起を実施

検証方法
路上駐車機能を使用して、自動運転での路上駐車
回避ができたかを介入要因のデータから抽出し、
原因の洗い出しを行う。

検証結果
該当件数３９件（停留所付近の路上駐車は除く）
回避成功：9件 回避成功率：23%

主な介入
要因

手動介入になった主な要因は
・路上駐車車両に対して「路上駐車車両」と判定
できなった
・対向車を検出して路上駐車回避ルートが生成で
きなかった。
・自車車線と対向車線との間に導流帯（ゼブラ
ゾーン）がある場所に置いて、現状の地図データ
では路上駐車回避ができない仕様になっているた
め

今
後
の
改
善

②国土交通省事業

検証項目② 路駐回避
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運
行
レ
ク
チ
ャ
ー

理
解
促
進
施
策

環
境
整
備

検証内容と目標値 検証結果

【目的】
➢ 一般公道での走行前に閉鎖空間で各確認を行うことによる安

全面に配慮した運行

【検証内容】

➢ セイコーエプソン社広丘事業所内のテストコースを活用し、
運行レクチャーを実施

➢ 目標値：運行レクチャー実施、レベル４運行オペレーション
各１日

【達成】
➢ 閉鎖空間における地域交通事業者への運行レクチャー実施

１日間

➢ レベル４運行オペレーション １日間

【目的】
➢ レベル４運行時における乗り心地向上、走行安全性が確保

【検証内容】
➢ 運行ルートを中心とした除排雪、街路樹の剪定や形状変更、

移植や樹種変更などを含めた環境整備を実施

➢ 目標値：事業者から相談があった事案に対する整備件数：2
件

【達成】
➢ 事業者から相談があった事案に対する整備件数：2件

【目的】
➢ 走行理解醸成による地域内の安全な走行環境の構築、自動運

転事業のブランド化と事業価値最大化による資金確保

【検証内容】

➢ 自動運転関連イベント開催、地域住民向け講座の実施、塩尻
自動運転MaaS協議会による合意形成

➢ 目標値：MaaS協議会開催 ２回、イベントや理解促進施策
の実施 2件

【達成】
➢ MaaS協議会開催 ２回

➢ イベントや理解促進施策の実施 2件

✓ 社会受容性面に関する検証項目を３点設定
✓ いずれも目標値達成となった

社会受容性面に関する検証結果

検
証
項
目
①

検
証
項
目
②

検
証
項
目
③

②国土交通省事業



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

検証項目① 運行レクチャー

走行ルート レクチャーの様子

一般公道での走行前に閉鎖空間で各確認を行い、安全面に配慮した運行を行った。閉鎖空間であることからレクチャーもスムー
ズに進み、技術の定着に寄与している。一方で閉鎖空間は良好な環境であるということが起因し、想定外の事態が生じにくいた
め、「テストコースと一般公道の環境差を埋める実践的トレーニング」が不可欠である。具体的には、公道特有の複雑な交通状
況（歩行者の予期せぬ挙動や混雑など）を想定したシミュレーションの強化が挙げられる。今後はそういった環境を恣意的に作
り、より実践的なトレーニングを行うことを検討したい。

実施結果・今後の改善

今
後
の
改
善



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

検証項目② 環境整備

塩尻市が主体となって道路管理者と調整を行い、街路樹の剪定や見回り、定期的なメンテナンスを実施し、自動運転率の向上につ
なげるとともに乗り心地向上にも寄与させた。今後はメンテナンス体制の持続性が重要となる。特に、季節によって変化する植生
の管理を市や公社が永続的に担うには、人的・予算的リソースに限界がある。今後は、車両データ（センサーログ）を活用した効
率的な路面管理体制の構築が必要となる。また、安全のための樹木剪定について沿道住民の理解を深めるなど、技術と景観が共生
するためのルール作りも併せて進める必要がある。

実施結果・今後の改善

今
後
の
改
善



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

検証項目③ 理解促進施策

実施結果



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

検証項目③ 理解促進施策

実施結果

▲車内説明の自動化

▲路上駐車削減の呼び掛け

▲乗車前後における安心感

検証結果と今後の改善

◼ 事業認知拡大や自動運転事業への理解促進と
合意形成

本実証実験における乗車前後のアンケート調査
では、自動運転技術に対する受容性の向上が顕
著に見られた。乗車前に「自動運転は怖い・不
安だ」と回答した層（全体の13%）のうち、約
87%が乗車後に「次回も利用できそう」との回
答となった。具体的な内訳として、「安全・安
心して利用できそう」と回答したのが7名、「不
安はあるが利用できそう」と回答したのが6名で
あった。オペレーターによる説明を動画化した
車内モニターでの解説が、自動運転技術（セン
サー検知など）を可視化したことで、漠然とし
た不安の解消に寄与したと考えられる。

「次回利用を躊躇する」という不安を持つ
層に対しては、路上駐車等の障害物がいか
にリスクを高めるかを深掘りし、システム
の限界と「地域の協力」の必要性を今後公
開する協議会資料やホームページなどで伝
えることで、安心感の底上げを図る。

今
後
の
改
善



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

運営事業体設立に向けた検討 課題整理
現状、自動運転バスの定常運行に向けては、事業面でコスト削減や資金確保、オペレーション面で人材確保やリスク対応といった課
題がある

▲現時点の自動運転事業における事業課題及びオペレーション課題

その他実施事項 事業体構築



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

運営・運行SPC設立に向けた検討 運営・運行課題と運営主体の在り方
既存の運営・運行課題に対して、単独企業による運営よりも、SPCを設立しての運営によって解決可能性が高まると考えられる

▲事業課題・オペレーション課題に対する運営主体別の解決可能性

その他実施事項 事業体構築



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

2025年度はレベル４自動運転バスサービス社会実装時を想定して、各構成員が割り振られた役割を担うことができるか実地検証を実
施し、既存の運営・運行課題が解決しうるか確認を行っている

その他実施事項 事業体構築



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

◼ 自動運転レベル４をサービス実装するため、自治体、事業者の役割整理を進めている

その他実施事項 事業体構築



自動運転事業 FY2025
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②国土交通省事業

◼ レベル４運行時は特定自動運行実施者、特定自動運行主任者、現場措置業務実施者、特定自動運行保安員、運行管理者、システム提
供者などの多くのステークホルダーが発生する。有事の際の役割分担を事前に定義し、各ステークホルダーが法令およびマニュアル
に基づき速やかに連携できる体制を構築している。

▲役割別に事故責任の可能性を整理 ▲トラブルシチュエーション別 責任所在の可能性

その他実施事項 事業体構築



自動運転事業 FY2025

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和7年度第2回 29

②国土交通省事業/③駅市役所間L4開発・運行

TIER IV製自動運転バス

『Minibus 2.0』

レベル4 特定自動運行：

運行者を除き乗車10名(着座)

乗務員乗車型（運行主任者）

35km/h以下

レベル４ 特定自動運行 塩尻駅から塩尻市役所間の往復 約1200m

使用車両 走行ルート

運行体制

特定自動運行主任者を車内運転席に配置

運行ダイヤ

塩尻駅発 ５便/日
10:30、11:00、 13:30、14:00、14:30
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②国土交通省事業/③駅市役所間L4開発・運行

昨年度からの変更点について １.車両のアップグレード
ベース車両の仕様変更に合わせ、自動運転システム機器の見直しを実施し、物体認識カメラの増設及び
LiDARセンサーの変更による認識性能の向上、バックアップ機能構成の変更によりシステム異常などの
失格時に車線内停止が可能になるなど、安全性能が向上

２.運行ルートの拡大
昨年度は「塩尻駅→塩尻市役所」の片道のみだが、本年度は「塩尻駅⇔塩尻市役所」の往復運行を実施
している

３.乗車対象の拡大
昨年度は関係者限定の試乗だったが、今年度はどなたでもご乗車いただける一般試乗としている

４.特定自動運行主任者の配置変更（運転席への着座）
よりスムーズな運行を実現するため、主任者の着席位置を「客席最前列」から「運転席」へ変更。
これまでの検証結果に基づき、複雑な交通状況やイレギュラーな事象で車両が停止した際、運転席に主
任者がいることで、迅速な運行再開や車両移動が可能になるため。

ドライバー席に乗っている特定自動運行
主任者の役割について

レベル4自動運転時、特定自動運行主任者は「開始」「終了」のみの操作を行います。レベル4自動運転中

は、人が介入をすることはない。

何らかの事由により運行が停止してしまった際は、レベル4自動運転は終了し、特定自動運行主任者によ

る手動運転に切り替えを行う

今後の計画や発展について これまでの実証実験及び今回のレベル４運行実証での結果と課題を踏まえ、2027年度に市内市街地の生活
道路において自動運転レベル4を含む自動運転サービスを社会実装することを目指している。

段階的に便数や運行範囲を拡張することを目指しますが、今回の運行実証はそのために重要な最初の一歩
となる



MaaS事業
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１ ２

３ ４

市公式LINEアカウントなどでのイベント案内と連携
した公共交通認知向上に向けたプッシュ通知

公共交通利用促進に向けたクーポン・ポイント連携 各データ分析によるモビリティ改善施策の検討

地域住民の外出促進や地域事業者の活性化に向けた
車両広告

「目的地連携」を軸とした 施策実施 → アプリ・公共交通利用促進 → データ分析 の実施



①プッシュ通知
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➢ 実証内容
• 駐車場の台数が限られている会場や歩行者天国等の交通

規制による道路渋滞が想定されるイベント等の案内時に
「おでかけ塩尻ナビ」をあわせて案内する

• おでかけ塩尻ナビ上では、イベント直前のリマインドと
してのプッシュ通知を行い、当日の公共交通利用を促進
する

➢ 目的
① 自家用車によるイベント参加を抑制し、元から公共交通

を利用したいと思っているユーザーをおでかけ塩尻ナビ
の登録に繋げる
→特定多数の（公共交通を使って目的地に行きたいと考

えている）ユーザーに対してサービスを提供すること
でアプリ利用を意義づける

② おでかけ塩尻ナビでのプッシュ通知により、アプリ機能
や公共交通の利用促進に繋げる

市公式アカウント おでかけ塩尻ナビ



①プッシュ通知（実績）
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• 5月以降、月に1回程度ずつ地域情報や自動運転バスの
運行情報を発信した

• 特に自動運転バスの運行情報については、車両故障に
よる急遽の運休についても迅速な情報発信を行った
予約者への一括連絡が容易となり、運休日当日の来訪
者を０人とすることができた

配信日 内容

2025/5/22 自動運転バス定常運行情報

2025/6/17 大門マルシェ

2025/7/5 カインズ「塩尻くみまちフェス」

2025/8/17 小坂田公園納涼花火大会

2025/9/22 自動運転バス定常運行情報

2025/10/2
4

ハッピーハロウィン in しおじり

2025/12/1 地域連携キャンペーン（クーポン連携）

2025/12/6 大門マルシェ

2026/1/18 自動運転バス定常運行情報 ※運休連絡有

2026/2/12 自動運転バス定常運行情報

2026/3/13 自動運転バスレベル４試乗会情報



②車両広告
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➢ 実証内容
• のるーと塩尻車内に設置するタブレットやLINE予約画面、車内ポスターなどの広告を有償で募集する

➢ 目的
① 地域事業者の情報を発信することで、認知向上や来店機会の増加などの地域活性に繋げる

→広告をきっかけにこれまで訪れたことのない地域事業者への来店や公共交通での外出を促進する
② 地域全体での持続可能な公共交通サービスの構築に向けた、新たな企業ブランディングに繋げる

→地域事業者と連携し、公共交通の維持に向けた運賃収入以外の継続的なキャッシュポイントを構築すると
ともに、地域住民への認知向上を目指す

サイネージ広告 バナー広告 自動運転バス車内窓上広告



②車両広告（獲得結果）
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選定条件 のるーと塩尻MPの設置事業者や最寄りで店舗営業を行う事業者

業種 合計
飲食店 スーパー ショップ 医療福祉 教育 その他 企業

アタック数 155社 27社 7社 25社 33社 7社 40社 15社

商談数 44社 7社 4社 7社 9社 2社 11社 4社

契約数 6社 0社 0社 1社 2社 1社 1社 1社

のるーと塩尻　乗降数ランキング（MP同一集計）
運行期間：2024年10月1日〜2025年3月31日

MP名称 降車（人） 降車（順位） 運行エリア 優先度 企業（名称） 郵便番号 所在地 電話番号 キーワード
塩尻駅東口 4004 1位 大門 S ワインと料理と雑貨 hanare 399-0737 塩尻市大門八番町9-10 - 飲食店

ウイングロード 1419 2位 大門 S 中信会館龍胆 399-0736 塩尻市大門一番町8-17 0263-52-2340 飲食店
広丘駅東口 1300 3位 広丘 S お好み焼本舗 塩尻店 399-0702 塩尻市広丘野村1645-7 0263-53-2340 飲食店

GAZA（ギャザ）北口正面 1013 4位 広丘 S デリシア 広丘店 399-0702 塩尻市広丘野村1688-1 0263-53-2345 スーパーマーケット
ザ・ビッグ塩尻広丘店 711 5位 高出 S ザ・ビッグ 塩尻広丘店 399-0703 塩尻市広丘高出1783-1 0263-54-8030 スーパーマーケット

えんぱーく 694 6位 大門 S えんぱーく歯科クリニック 399-0736 塩尻市大門一番町12-2 2F 0263-88-2372 病院
まつもと医療センター 597 7位 松本 S まつもと医療センター 399-0036 松本市村井町南2丁目10-30 0263-58-4567 病院

ツルヤ広丘店 578 8位 高出 S ツルヤ 広丘店 399-0705 塩尻市広丘堅石2145-180 0263-51-5811 スーパーマーケット
ふれあいセンター広丘 568 9位 高出 S （有）塩尻リテック 399-0705 塩尻市広丘堅石353 0263-53-6552 有限会社

広丘駅西口 530 10位 広丘 S 安喜センター 399-0702 塩尻市広丘野村1641-1 0263-52-1515 居酒屋
塩尻市役所 527 11位 大門 S 公認 笠原学園 399-0738 塩尻市大門七番町5-16 0263-52-0637 習い事

セブンイレブン塩尻高出店 507 12位 高出 S かもいクリニック 399-0703 塩尻市広丘高出2199-2 0263-87-5773 病院
塩尻市立体育館 432 13位
西友塩尻西店 427 14位 宗賀 S 西友 塩尻西店 399-6461 塩尻市宗賀73-12 0263-53-8886 スーパーマーケット

カワチ薬品塩尻店 421 15位 大門 S カワチ薬品 塩尻店 399-0746 塩尻市大門並木町11-10 0263-52-6356 ショップ
中島書店 397 16位 高出 S 中島書店 399-0703 塩尻市広丘高出1494-6 0263-54-3968 本屋

松本歯科大学 345 17位 広丘 S 松本歯科大学 399-0704 塩尻市広丘郷原1780 本部館 0263-52-3100 学校法人
吉田三区八常会集会所 341 18位 吉田 S 荒井内科小児科医院 399-0701 塩尻市広丘吉田1222-5 0263-58-3646 病院

村井駅 340 19位 松本 S KATEKYO学院 村井駅前校 399-0036 松本市村井町南1丁目35-51 0263-87-8717 習い事
中村病院 311 20位 高出 S 中村病院 399-0703 塩尻市広丘高出1614-2 0263-52-3321 病院

塩尻協立病院 310 21位 東 S 塩尻協立病院 399-0716 塩尻市桟敷437 0263-53-5353 病院
松原区ふれあい広場 295 22位 東 S 鎌田理容店 399-0712 塩尻市塩尻町1707-1 0263-52-4456 美容院

レオパレス芝茶屋 279 23位 高出 S Verite 399-0703 塩尻市広丘高出 - 飲食店
野村公民館 276 24位 広丘 S save room for desert MASTER KEY 399-0702 塩尻市広丘野村1788-387 0263-75-2134 飲食店

佐々木整骨院 261 25位 高出 S 佐々木整骨院 399-0703 塩尻市広丘高出1555-16 0263-54-3535 病院
とをしや薬局塩尻中学前店 253 26位 東 S とをしや薬局 塩尻中学校前店 399-0713 塩尻市大小屋95-2 0263-54-9727 薬局

カインズ塩尻店 251 27位 高出 S カインズ塩尻店 399-0703 塩尻市広丘高出1575 0263-51-1888 ショップ
吉田原団地北 249 28位 吉田 S 新光商事 塩尻物流センター 399-0701 塩尻市広丘吉田625-2 0263-57-5234 株式会社
信州健康ランド 248 29位 吉田 S 信州健康ランド 399-0701 塩尻市広丘吉田366-1 0263-57-8111 銭湯

セブンイレブン塩尻日ノ出町店 245 30位 大門 S 平出家具 399-0732 塩尻市大門五番町12-41 0263-52-0200 ショップ
桔梗ケ原病院 214 31位 宗賀 S 桔梗ヶ原病院 399-6461 塩尻市宗賀1295 0263-54-0012 病院
アピナ塩尻店 213 32位 広丘 S アピナ塩尻店 399-0702 塩尻市広丘野村1794-1 0263-51-5511 その他

デリシア塩尻東店 202 33位 高出 S デニーズ 塩尻店 399-0703 塩尻市広丘高出1530-5 080-3218-2985 飲食店
野村第二公民館 199 34位 広丘 S 公文式野村教室 399-0702 塩尻市広丘野村836-2 090-7731-7018 習い事
大門田川町北 197 35位
ホテル中村屋 196 36位 大門 S ホテル中村屋 399-0737 塩尻市大門八番町4-21 0263-52-1300 ホテル

君石団地 194 37位 片丘 S （有）イトウプリント 399-0711 塩尻市片丘4878-6 0263-53-0851 有限会社
えんてらす 193 38位 広丘 S レーヌ 399-0706 塩尻市広丘原新田570-5 0263-52-4463 飲食店

桟敷原児童公園 188 39位 大門 S 上條医院 耳鼻咽喉科 399-0742 塩尻市大門泉町8-17 0263-52-8722 病院
長畝 186 40位 東 S パン工房 ダンケ 399-0715 塩尻市塩尻町863 0263-52-9400 飲食店

西村薬局 184 41位 大門 S 西村薬局 399-0733 塩尻市大門三番町6-9 0263-52-5808 薬局
塩尻病院 177 42位 大門 S 塩尻病院 399-0731 塩尻市大門六番町4-36 0263-52-0145 病院
下西条 177 43位

みどり湖駅 174 44位
ファミリーマート塩尻金塚店 172 45位 広丘 S Kono Luana 399-0702 塩尻市広丘野村1793-1 050-8883-8177 飲食店
ローソン塩尻桔梗ケ原店 171 46位 広丘 S 手もみラーメン 高原亭 399-0703 塩尻市広丘高出2221-7 0263-53-6883 飲食店

デリシア吉田原店 171 47位 吉田 S 彩香亭 399-0701 塩尻市広丘吉田510-20 0263-85-6626 飲食店
塩尻市立高出保育園 168 48位 高出 S すみれ薬局 399-0703 塩尻市広丘高出1948-2 - 薬局

大門四番町南 161 49位 東 S トーエイ機材株式会社 399-0726 塩尻市下西条209-1 0263-50-7633 株式会社
室町 160 50位 東 S 川上薬舗 399-0712 塩尻市塩尻町127 0263-52-0318 薬局

しおはら小児科・皮膚科クリニック 156 51位 大門 A しおはら小児科・皮膚科クリニック 399-0704 塩尻市広丘郷原1762-321 0263-88-5256 病院
信濃ワイン 154 52位 洗馬 A 信濃ワイン 399-6462 塩尻市洗馬783 0263-52-2581 ショップ
松金屋前 147 53位 東 A 三澤珈琲 399-0721 塩尻市金井263 0263-51-5620 ショップ

ローソン塩尻広丘野村店 146 54位 広丘 A 長野ダイハツ販売塩尻店 399-0702 塩尻市広丘野村1370-10 0263-53-4055 ショップ
サンシティユミ 146 55位

大門七区第二公民館 143 56位 大門 A あい薬局 399-0745 塩尻市大門桔梗町12-3 0263-31-3851 薬局

企業アタックリスト 営業資料
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サ
イ
ネ
ー
ジ
広
告

バ
ナ
ー
広
告

窓
上
広
告

1 2 3

4 5 6

期間 契約数
サイネージ広告 バナー広告 窓上広告

12月 5社 5件 1件 1件

1月 6社 6件 1社 1件

掲載期間 企業名 業種

① 12-1月 補聴器ラボみみずく ショップ

② 12-1月 かもいクリニック 医療福祉

③ 12-1月 塩尻造花 その他

④ 12-1月 レゾナック塩尻事業所 企業

⑤ 12-1月 松本歯科大学 学校法人

⑥ 1月 ふれあいの森薬局 医療福祉



②車両広告（サイネージ広告：ユーザー属性）
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の
る
ー
と
塩
尻
利
用
者

サ
イ
ネ
ー
ジ
利
用
者

性別 年齢 利用目的

40%

60%

15%

22%

31%

32%

6%

12%

16%

8%

13%

13%

32%

Ｎ＝1,149 Ｎ＝1,502 Ｎ＝914

47%
53%

15%

27%

36%

22%
8%

12%

16%

9%
18%

10%

27%

Ｎ＝183 Ｎ＝240 Ｎ＝145

◼観光 (55人)
◼帰宅(111人)
◼通院(148人)
◼通学 (74人)
◼通勤(116人)
◼乗継(122人)
◼買物(288人)

◼～24歳(226人)
◼～44歳(328人)
◼～64歳(470人)
◼65歳～(478人)

◼男性(463人)
◼女性(686人)

◼観光(11人)
◼帰宅(17人)
◼通院(24人)
◼通学(13人)
◼通勤(26人)
◼乗継(14人)
◼買物(40人)

◼～24歳(35人)
◼～44歳(65人)
◼～64歳(87人)
◼65歳～(53人)

◼男性(86人)
◼女性(97人)

12月 1月
12～1

月
増減率

総ライド人数 4,984 4,675 9,659 ▲6.2％

総ライド回数 4,389 4,092 8,481 ▲6.8％

乗車人数(UU) 1,093 1,011 1,505 ▲7.5％

12月 1月
12～1

月
増減率

タップ回数 980 583 1,563 ▲40.5％

表紙→内容 494 298 792 ▲39.7％

内容→表紙 486 285 771 ▲41.4％

タップ人数
(UU)

156 109 240 ▲30.1％

タップ率 14％ 11％ 16％ -



②車両広告（サイネージ広告：閲覧結果）
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補聴器ラボみみずく かもいクリニック 塩尻造花 レゾナック塩尻事業所 松本歯科大学 ふれあいの森薬局

内
容

タ
ッ
プ

合
計

95回 133回 131回 191回 191回 51回

12
月

84回 79回 78回 129回 124回 -

1
月

11回 54回 53回 62回 67回 51回

U
U
合
計

45人 78人 81人 104人 104人 30人

12
月

42人 48人 47人 70人 72人 -

1
月

7人 34人 37人 37人 38人 30人



②車両広告（バナー広告：閲覧結果）
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26%

41%

33%

27%

48%

25%

画面遷移 予約実績（割合）

12
月

1
月

◼LINE予約者 (1,134人)
◼アプリ予約者(1,796人)
◼電話予約者 (1,459人)

◼LINE予約者 (1,594人)
◼アプリ予約者(2,883人)
◼電話予約者 (1,519人)

期間
広告実績 予約実績

表示数 タップ数 LINE予約者 アプリ予約者 電話予約者

12月 12,807回 56回 1,134人 1,796人 1,459人

1月 12,852回 38回 1,594人 2,883人 1,519人



FY2025 ユーザーアンケート
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➢ 目的
• コンテンツへの興味関心度やサービスへの受容性を聞くことで、今後のサービス化に向けたペルソナの設定

と広告掲載によりどのような層にリーチできるか、参考とする

➢ 概要
• 実施期間：2026年2月10日～2月16日（7日間）
• 配 信 数：699人
• 回 答 数： 55人（7.9％）

62%

36%

2% 4%2%
9%

13%

36%

36%

13%

47%9%

6%
2%
5%

18%

58%

42%

Ｑ：性別 Ｑ：年齢 Ｑ：職業 Ｑ：広告を見たか

◼男性 (34人)
◼女性 (20人)
◼未回答(1人)

◼～20歳 (2人)
◼～30歳 (1人)
◼～40歳 (5人)
◼～50歳 (7人)
◼～60歳(20人)
◼61歳～(20人)

◼自営業 (7人)
◼会社員・公務員  (26人)
◼パート・アルバイト(5人)
◼専業主夫・主婦 (3人)
◼フリーランス (1人)
◼学生 (3人)
◼無職  (10人)

◼見た (32人)
◼見なかった(23人)



FY2025 ユーザーアンケート
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広告を見た方（n=32） 全ての方（n=55）

1

1

1

4

1

26

0 1 2 3 4 25 30

その他

特に行動はしない

他の人に伝える

ＳＮＳで調べる

ＨＰで調べる

実際に行く
15

% 6%

28

%

16

%

19

%

16

%

34

%

63

%

3%19

%

28

%

44

%

9%

広告を見なかった方（n=23）

Ｑ：見た感想（SA） Ｑ：今回起こした行動（MA） Ｑ：今後知りたい内容（MA）

◼デザインが見やすく
魅力的(5人)

◼企業の取組に好感を
持った(2人)

◼新たな情報を知れた(9人)
◼掲載情報に興味を持った

(5人)
◼既に知っている情報
だった(6人)

◼その他(5人)

Ｑ：今後の更新頻度の希望（SA） Ｑ：広告を見た後の外出機会の増減（SA）

◼1週間に1回 (6人)
◼2週間に1回 (9人)
◼1ヶ月に1回(14人)
◼2ヶ月に1回 (3人)

◼増える(11人)
◼どちらともいえない(20人)
◼増えない(1人)

38

19

11

14

19

41

11

7

2
1
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9%
4%

35

%

4%

26

%

22

%

67

%

16

%

17

%

60

%

40

%

Ｑ：見なかった理由（SA） Ｑ：見る時間がなかった理由（SA） Ｑ：興味ががなかった理由（SA）

◼使い方がわからなかった
(2人)

◼見れると知らなかった
(1人)

◼座席にタブレットが
なかった(8人)

◼車酔いしそうと感じた
(1人)

◼見る時間がなかった(6人)
◼興味がなかった(5人)

◼乗車時間が短かった(4人)
◼スマホ等を見ていた(1人)
◼同乗者と話していた(0人)
◼運転手と話していた(0人)
◼その他(1人)

◼内容がわからなかった
(0人)

◼自分に関係ないと感じた
(0人)

◼内容が魅力的でなかった
(3人)

◼その他(2人)

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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0

3

1

2

0 1 2 3 4

その他

掲載効果に期待している

地域交通の存続に協力したい

新しい取組を応援したい

34%

0%

33%

33%

0%

0%0%

100%

0%0% 0%0%

50%50%

Ｑ：実証への協力をした判断の基準（SA） Ｑ：掲載満足度（SA）

➢ 目的
• 期間中に掲載いただいた事業者に、結果（総タップ数など）をふまえて本事業の所感や今後の活用希望など

を聞くことで、導入後の持続可能性の検証と将来的なサービス設計の参考とする

➢ 概要
• 実施期間：2026年2月25日～3月10日（14日間）
• 配 信 数：６社
• 回 答 数：３社（50％）

Ｑ：掲載効果の感想（満足していると回答した社） Ｑ：掲載効果の感想（どちらともいえない・満足していないと回答した社）

◼非常に満足している (1社)
◼やや満足している (0社)
◼どちらともいえない (1社)
◼あまり満足していない(1社)
◼全く満足していない (0社)

◼ターゲットに訴求できた(0社)
◼リーチ数に満足できた (0社)
◼認知が広がったと感じた(1社)
◼来店数などが増加した (0社)
◼新しい取組を応援できた(0社)

◼ターゲットに訴求できなかった(0社)
◼リーチ数に満足できなかった (0社)
◼認知が広がったと感じなかった(1社)
◼来店数などが増加しなかった (1社)
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0%0%
34

%

33

%

33

%

0%0%
33

%

67

%

67

%

33

%

0%0%

Ｑ：掲載検討に重視する基準（SA） Ｑ：掲載効果で重視する基準（SA）

Ｑ：掲載方法の希望（MA）

◼掲載料金
(0社)

◼リーチ数
(0社)

◼閲覧数
(1社)

◼利用者層
(1社)

◼協賛として
(1社)

Ｑ：訴求したい内容（MA）

Ｑ：今後の掲載期間の希望（SA）

◼スポット掲載(0社)
◼1ヶ月間  (0社)
◼3ヶ月間  (1社)
◼6ヶ月間  (1社)
◼12ヶ月間 (1社)

0%0%
34

%

33

%

33

%

0%0%
33

%

0%
67

%

34

%

33

%

33

%

0%

Ｑ：今後の更新頻度の希望（SA）

Ｑ：今後のリーチ数の希望（SA） Ｑ：今後のタップ率の希望（SA）

Ｑ：掲載内容の自社制作への所感（SA）

Ｑ：今後掲載したい広告媒体（MA）

◼認知拡大
(2社)

◼来店増加
(1社)

◼売上増加
(0社)

◼期待なし
(0社)

◼1週間に1回(0社)
◼2週間に1回(0社)
◼1ヶ月に1回(1社)
◼2ヶ月に1回(0社)
◼継続掲載 (2社)

◼～5,000人
(0社)

◼～5,500人
(0社)

◼～6,000人
(1社)

◼それ以上
(2社)

◼～25%(1社)
◼～50%(1社)
◼～75%(1社)
◼～100%(0社)

0%

67

%

33

% ◼負担に感じている (0社)
◼どちらともいえない(2社)
◼負担に感じていない(1社)

0

0

2

3

0 1 2 3

ロゴのみ

アンケート

静止画

動画

1

2

0

0

0

1

0 1 2 3

事業・取組紹介

企業ブランディング

求人情報

割引情報

新商品情報

店舗集客

1

1

1

2

1

0

2

0 1 2 3

⑦車内広告(非タップ型) 

⑥車外ラッピング  

⑤バナー広告  

④車内広告(非タップ型) 

③車内広告(タップ型)  

②ポスター/パンフレット

①車外ラッピング  

※①～⑤はのるーと塩尻、⑥～⑦は自動運転



③クーポン・ポイント連携
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➢ 実証内容
• 公共交通を使って来店した際にクーポンやポイントでのインセンティブを付与し、公共交通利用に繋げる

➢ 目的
① これまで自家用車で生活していた地域住民に公共交通を使わせるきっかけを提供し、公共交通の認知向上と

日常的な公共交通利用への転換を図る
→クーポンをきっかけに公共交通を使う必然性を作り、公共交通の利便性の認知を促す

② 地域事業者に自家用車依存からの脱却が将来的な事業継続に繋がることを認知させる

公
共
交
通
乗
車

獲
得

店
舗
来
店

・・・

おでかけ塩尻ナビ のるーと塩尻 事業者ポイント



③クーポン・ポイント連携
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ク
ー
ポ
ン
獲
得
方
法

Ｓｔｅｐ１

のるーと塩尻に乗車

Ｓｔｅｐ２

クーポンを獲得 店舗で利用

Ｓｔｅｐ３

事業者 業種 内容 利用数

中信会館龍胆 飲食店 サービス餃子1皿をプレゼント 3枚

補聴器ラボみみずく ショップ 地域振興バス回数券（片道乗車賃分）をプレゼント 0枚

伊勢の園広丘店 ショップ 購入した商品の合計を10％オフ 0枚

カインズ塩尻店 ショップ カインズポイント200ポイントをプレゼント 7枚

Bar On the Road 飲食店 400円相当のドリンク1杯をプレゼント 1枚



④データ分析
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➢ 実証内容
• アプリユーザーの日常的な利用ログとプッシュ通知後の反応を分析する
• モビリティデータや広告閲覧データなど、アプリに限らない横断的なデータ分析を行い、モビリティ改善や

サービス改善に活用する

➢ 目的
① 「おでかけ塩尻ナビ」が利便性高く持続可能な交通網の実現と自家用車から公共交通への転換に向けた価値

を提供できているかを検証する
② 様々なデータを収集し、自家用車から公共交通への転換に向けたモーダル間連携や地域輸送の効率化のため

の施策立案のプロトタイプとする

アプリダッシュボード サイネージ閲覧データ



④データ分析（おでかけ塩尻ナビの実績）
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友達／ユーザー 登録の推移 ユーザー登録者の属性

• 9月、1月、3月の自動運転バス運行に合わせて予約システムの入口を集約したこ
とで自動運転バスの乗車予約を契機にした登録促進が図られた

• 友達登録者のうちユーザー登録者は約69％となっており、友達登録→機能利用を
促す施策が必要である

――― 友達登録（累計） ――― ユーザー登録（累計） ■ 友達登録（月間） ■ ユーザー登録（月間）
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機能別利用実績

◼集計期間
2025/4/1～2026/3/21

◼集計方法
リッチメニュー上から各機能

にアクセスしたタップを１回と
して集計

◼イベント期日 9/15～9/26
◼情報発信日 9/22
◼集計期間 9/15～9/26

• 情報発信日の9/22に機能利用が著し
く増加している

• 自動運転バス予約の入口となる配車以
外の機能も利用されており、公共交通
情報の集約による公共交通の認知向上
と利用促進に繋がったと考えられる

◼イベント期日 8/17
◼情報発信日 8/17
◼集計期間 8/11～8/17

• イベント前には経路検索とバス停マッ
プ機能の利用が増加し、車以外の移動
方法や最寄りバス停を確認している

• 当日は配車機能の利用も増加し、公共
交通での来場促進に繋がったと考えら
れる

地域情報の発信による機能利用促進
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➢ 成果
• ユーザー獲得に向けては、モビリティ（自動運転バス）と連携

した情報発信が有用であり、その後の定期的な地域情報の発信
を継続することで、アプリ機能や公共交通の利用促進も図れた

• 車両広告について、有償での新たなサービス導入の採否に向け
地域住民と地域事業者それぞれのニーズを聞き取り、本事業の
目的（新たな移動需要の創出や地域活性化、公共交通の事業性
確保）と役割分担を整理できた

• クーポン連携については、複数の事業者と連携したキャンペー
ンとして実施し、公共交通の利用促進に向けた地域内での先進
的な取組となった

• データ活用としては、アプリの利用状況を収集、分析すること
で各施策の結果から傾向を読み取ったり評価に繋げた

➢ 今後の方向性
• 地域における移動需要の創出と集約に向けては、広告やクーポン等での情報発信と閲覧／利用結果の分析や

データ活用ができる人材育成と体制構築を行う

• 自家用車から公共交通への転換に向けては、公共交通の認知を向上することで選択肢に引き上げるとともに
官民連携でのサービス最適化を設計できるような体制構築を進める
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